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国道２９号は、兵庫県姫路市と鳥取県鳥取市を結ぶ約１２０ｋｍの主要幹線道路であり、
播磨地域の南北方向の交通を担う道路です。

姫路北バイパスは、姫路市域の国道２９号の交通混雑の緩和、交通安全の確保、沿道環境
の改善等を目的とした延長約６．２ｋｍのバイパスです。

事業全体図 一般国道29号 姫路北バイパス

広域図

２車線開通
（平成23年3月27日）
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位 置 図
■交通混雑の緩和 ■交通安全の確保
■沿道環境の改善

区 間

あいの

（起）兵庫県姫路市相野
はやしだちょう むくだに

（終）兵庫県姫路市林田町六九谷

道路延長 6.2km

構造規格 第３種第１級

設計速度 80ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線

標準幅員 25.25m

計画交通量 27,500台/日

全体事業費 250億円

事 業 化 平成２年度

都市計画決定 平成２年７月

用地着手 平成９年度

工事着手 平成15年度

開通延長 1.5km

事業進捗率 約59％（平成27年3月末時点）

用地取得率 約30％ （面積ベース、同上）

事業の概要・ 進捗状況

事業の目的

単位：m

峯相大橋から石倉トンネル起点側を望む

標準横断図
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写真①

写真①

事業の概要 一般国道29号 姫路北バイパス

２車線開通
（平成23年3月27日）

1.5km



再評価の視点
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一般国道29号 姫路北バイパス

現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H24年9月）か
ら大きな変化なし

■交通量に大きな変化がなく、
　交通容量を大きく超過。
■死傷事故率が高く、管内直轄国道
　平均の死傷事故率を大きく超過。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H24年9月）か
ら大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回
全体　Ｂ／Ｃ　１．２
残事業Ｂ／Ｃ　３．０

４）地域における計画等
前回再評価時点（H24年9月）か
ら大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）約59％
用地取得率（面積）約30％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用などを引
き続き検討

再評価の視点



事業の進捗の見込みの視点
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１）事業の進捗状況
平成２７年度事業内容
・２－２工区（1.4km）において調査設計を推進しています。
進捗状況
・平成２６年度末までの進捗は用地進捗率約30％（面積ベース）、事業進捗率約59％（事業費ベース）です。
事業進捗上の課題
・全工区において大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・２－２工区～３工区（4.7km）において引き続き調査設計、用地買収を推進していきます。

一般国道29号 姫路北バイパス

用地

工事

区間 ３工区 （3.3km） ２－２工区 （1.4km） ２－１工区 （1.5km）
用地取得率約30％

調査設計推進 ２車線開通

凡 例

高速自動車道

一般国道

県道

計画道路

市町村界



■兵庫県知事

関係自治体の意見
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一般国道29号 姫路北バイパス

平成27年6月30日 土第1276号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に謀る対応方針(原案)の作成に係る意見照会
について（回答）

一般国道29号姫路北バイパスは、宍粟市や姫路市北部と同市市街地を結び、姫路西バイ

パス、山陽自動車道姫路西ICと直結しており、播磨地域の南北交通を受け持ち、地域間交

流に資する重要な道路である。

本道路約6.2kmのうち、南側約1.5kmが平成23年３月に供用され、現道の交通量が大幅に

減少したことにより、石倉交差点の渋滞解消や沿道の環境が改善されるなど、整備による効

果が顕著に現れている。

残る事業区間4.7kmには、通勤、通学時の移動手段としての自動車交通が多く、交通容量

（約13,000台/日）の約1.6倍にあたる約20,000台/日の交通が集中し、朝夕は依然として混雑

している。また、低騒音舗装など対応可能な騒音対策を実施しているものの、昼夜ともに環

境基準を超過している。

また、本道路は、「平成の大修理」を終え、この３月にグランドオープンした世界文化遺産・

国宝姫路城へのアクセス道路であるため、姫路市からも早期完成の強い要望がある。

こうしたことから、コスト縮減に配慮しつつ、安全で円滑な交通確保、環境改善及び観光・

地域振興に資する本バイパス事業の推進に引き続き取り組んでいただきたい。



対応方針（原案）
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事 業 継 続

 姫路
ひ め じ

北
き た

バイパスは、事業の必要性等に関する視点
に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続
が妥当と判断できる。 
 引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すことが
適切である。 

一般国道29号 姫路北バイパス





（別紙）
（再評価）

【道路事業】

一般国道２９号姫路北バイパス 事業継続

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

※貴県の意見を踏まえ、近畿地方整備局事業監視委員会へ諮る対応方針（原案）を作成す
るためのものです。






